
令和 2 年度第二回産業衛生技術部会拡大幹事会 資料 

 

日時： 令和 2 年 11 月 17 日（火） 10:00～12:00 
場所： （新型コロナウィルス感染防止対策のため，ZOOM にてオンライン開催） 
 

議事（案） 

1. 令和 3～4 年度の新体制について 

2. 令和 2 年度の活動報告 

3. 令和 3 年度の活動計画 

4. 会計報告ならびに予算案について 

5. 奨励賞候補について 

6. その他 

 

資料 

1. 令和 3～4 年度の新体制について（添付資料１） 

1) 新部会長の選出 

2) 事務局の新体制（案）について 

3) 幹事の新体制（案）について 

4) 企画運営委員の新体制（案）について 

5) 各委員会の新体制（案）について 

 

2. 令和 2 年度の活動報告 

1) 第 93 回学会（オンライン開催） 

（第一回拡大幹事会で報告済みのため，省略） 

 

2) 第 30 回全国協議会（オンライン開催，2020/11/20～30） 

(1) シンポジウム２（産業衛生技術シンポジウム） 

タイトル：パワハラ行為者の行動特性を考慮した１次から３次予防対策を考える 

座長： 松井知子（杏林大学），長見まき子（関西福祉科学大学） 

シンポジスト： 中元健吾（中元産業医・労働衛生コンサルタント事務所），高橋由紀子

（さくら心理事務所），松浦真澄（東京理科大学），岡田康子（株式会社クオレ・シー・キ

ューブ） 

 

(2) 教育講演１（専門研修会） 

タイトル： さらなる労働衛生管理を目指して 

座長： 原 邦夫（産業医大） 

演者： 小林和也（日本製鐵九州製鉄所）， 清水 涼（京セラ鹿児島） 

 

(3) ４部会合同シンポジウム 

タイトル： 労働者の高齢化に対する産業保健スタッフの果たすべき役割 

座長： 斉藤政彦（大同特殊鋼），柴戸美奈（惠優） 

演者： 岩根幹能（日本製鉄関西製鉄所，産業医部会），泉博之（産業医大，産業衛生

技術部会），小原由紀（東京都健康長寿医療センター研究所，産業歯科部会），帆苅な

おみ（サンデン・ビジネスアソシエイト（株），産業看護部会） 

3) 総会 

総会は第９３回学会会期中に実施を予定していたが，オンライン開催となったため，開催見送

りとした。今年度中の開催は行わず，第９４回学会に合わせて開催予定。 

 

4) 拡大幹事会 

第一回： 令和 2 年 6 月 19 日，オンライン（WebEX） 

第二回： 令和 2 年 11 月 17 日，オンライン（ZOOM） 

 

 



5) 企画運営委員会 

第一回： 令和 2 年 4 月 29 日，オンライン（ZOOM） 

第二回： 令和２年１０月１７日，オンライン（ZOOM） 

第三回： 令和２年１２月～令和３年１月頃に開催予定 

 

3. 令和３年度の活動計画（案） 

1) 第 94 回学会（松本，2021/5/19～21）の企画案について 

 新型コロナウィルス対策のため，現地参加人数を絞り，ハイブリッド開催とする見込み。 

 公募行事については公募しない方向とのことであるが，現地に会場を用意するとの情

報もある（未確定）。 

 今後，学会事務局からのアナウンス等に注視し，取りうる対応を検討する必要があるが，

現時点においては下記の企画案を立案している。 

 開催する場合，ハイブリッドでの実施（現地から ZOOM で配信）を考慮する。 

 

(1) 産業衛生技術シンポジウム 

タイトル： 環境中のウィルス飛散拡散予測とマスクの効果（仮題） 

座長： 齊藤宏之（安衛研） 

演者： 

「富嶽」を用いた飛沫拡散計算（仮題）： 坪倉 誠（理研，神戸大） 

一般的に用いられているマスクの防護性（仮題）： 飯田裕貴子 

マスクメーカーの知見（仮題）： 興研株式会社（演者未定） 

 

(2) 専門研修会 

タイトル： 感染防止のための室内換気／その予測・評価（仮題） 

座長： 中原浩彦（ENEOS） 

演者： 

換気シミュレーターの開発（仮題）： 貴志孝洋（みずほ総研） 

シミュレーターを用いた実例（仮題）： 山内武紀（昭和大） 

換気における CO2 と粒子の挙動（仮題）： 奥田知明（慶応大） 

換気と感染の相関検討（仮題）： 橋本晴男（東工大） 

 

2) 第 31 回全国協議会（津，2021/12/2～4）の企画案について 

企画案については未定。次回企画運営委員会にて議論の予定であるが，企画案についてご

意見を頂きたい。 

 

3) 総会 

第９４回学会中に開催予定。但し，新型コロナウィルス対策のため，現地参加人数を絞る可能

性があるため，その場合はどのように開催すべきかを検討する必要がある。 

 

4) 幹事会（拡大幹事会） 

学会ならびに全国協議会に合わせて拡大幹事会を開催予定。但し，新型コロナウィルス対策

のため，オンラインでの実施も考慮する。 

 

5) 企画運営委員会 

年３回程度開催予定。オンラインまたはハイブリッドでの開催を考慮する。 

 

4. 会計報告ならびに予算案について 

 

5. 奨励賞候補について 

来年度の奨励賞候補者の推薦をお願いしたい。 

 

6. その他 


